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研究成果の概要（和文）：火山性の決壊洪水は、噴火が直接的に及ぶ範囲を超えてより下流域に

インパクトを与えることがあり、甚大な災害を及ぼす可能性が非常に高い現象である。本研究

では、カルデラ湖決壊に起因する過去の大規模な洪水について、堆積学的・地形学的アプロー

チと古水文学的解析からの復元を試み、その実体を明らかにし、今後の火山土砂災害の予測・

対策・軽減に貢献できる基礎的、具体的データの構築を目指す。 
 
研究成果の概要（英文）：Catastrophic outburst floods by a breach of volcanic dam or caldera 
rim can cause large-magnitude ones with large volume of impounded water with sediments.  
The extreme floods can travel long distance from the source volcano that ultimately affect 
onto landform and hydrology further downstream areas and threaten human life and 
economy eventually.  This research focused on geomorphic and sedimentary features in 
the Oirase River catchment area and Towada caldera lake, and the Shira River catchment 
area and Aso caldera. Those imply volcanogenic catastrophic floods by dambreak of caldera 
lakes after ignimbrite eruptions. 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2008 年度 1,600,000 480,000 2,080,000 

2009 年度 1,000,000 300,000 1,300,000 

2010 年度 700,000 210,000 910,000 

年度  

年度  

総 計 3,300,000 990,000 4,290,000 

 
 
研究分野：数物系科学 
科研費の分科・細目：地球惑星科学・地質学 
キーワード：洪水、ラハール、土砂災害、火山災害、段丘、扇状地、天然ダム、古水文学            
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 火山噴火中または噴火後に、火山砕屑物質
が水によって流され山麓や下流域に二次的
に運搬・堆積する現象「ラハール（火山性の
洪水・土石流・泥流の総称）」は様々な流れ
の状態と発生要因を持つ。ラハールの中でも
決壊洪水型のものは、大量の水の流出が瞬時

にして起こることや、噴火の大きさによらず
その発生が突発的で大規模なものになると
いう特徴を持つため、特に危険な現象といえ
る。決壊洪水型ラハールは、噴火現象以上に
甚大な被害を引き起こす可能性があり、火山
災害の予測という視点からは、過去に発生し
た火山性の決壊洪水を残存する地形や地層
から復元することが重要である。しかしなが
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ら、この現象についてあまり一般に注目され
ているとは言い難く、火山災害の評価におい
ても考慮されていない場合がほとんどであ
る。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、日本のカルデラ火山周辺
におけるカルデラ湖決壊による破局的な洪
水流の発生過程、流れの状態、洪水の総流量
とピーク流量、物質輸送量などを、堆積学
的・地形学的検討に加え古水文学的解析に基
づき明らかにし、「火山湖・火山ダム湖決壊
シナリオ」を火山災害評価における新たな視
点として提案するための基礎的データを構
築することである。 
 
３．研究の方法 
 
 本研究では、国内でも代表的なカルデラで
ある十和田カルデラから奥入瀬川流域と阿
蘇カルデラから白川流域を研究対象とし、決
壊洪水の可能性を探るため、これらの堆積物
と地形に着目し、堆積学的・地形学的検討に
加えて古水文学的解析を行なった。 
 
４．研究成果 
 
 研究の結果、十和田カルデラから奥入瀬川
流域および阿蘇カルデラから白川流域にお
いて巨大洪水を示唆するような地質・地形的
特徴、１）発生源におけるある程度の滞水域
もしくはそれが示唆される地形の存在、２）
発生源からの侵食的な流出河川地形の存在，
３）下流の堆積域における巨礫を含む緩傾斜
の扇状地（洪水扇状地）の存在、が確認でき
た。 
 扇状地堆積物の層相や巨礫径の分布、およ
び粒度分布と構成粒子組成の特徴は、粒子濃
集流（hyperconcentrated flow）からの堆積を
示唆し、土石流のようなマスフローよりはむ
しろ、より希釈された状態からの急速な堆積
を意味するもので、一回の洪水イベントに由
来すると考えられる。 
 また、堆積物の分布や、地図上と実測量に
基づく地形データから、洪水イベントでの侵
食・運搬・堆積量の見積もりを行なった。そ
の結果、阿蘇カルデラと十和田カルデラを起
源とするカルデラ湖決壊洪水のピーク流量
がともに数万から数十万立方メートル毎秒
以上となり、その流れにより堆積した土砂が
1.5 立方キロメートル以上と計算された。白
川と奥入瀬川の流域にある緩傾斜扇状地や
段丘などの地形と堆積物の形成が、現在の河
川流量の数千倍・数万倍もの流量を持つ、ほ
ぼ１イベントの大規模洪水に起因すること
が理解できた。 
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